
研 究 成 果 の 概 要

マ ツ カ ワ の 種 苗 生 産 ・ 陸 上 養 殖 技 術 の 確 立

高級カレイの１種であるマツカワの種苗生産と陸上養殖技術を確立しました。

現在、国内でマツカワの養殖を実施しているのは青森県だけです。

Tel. 017-755-2155 
E-mail  sui_souken@aomori-itc.or.jp

水産総合研究所 資源増殖部

• 水産総合研究所では現在マツカワの海面養殖に向けた技術開発試験を実施中です。

• 下北ブランド研究所ではマツカワを用いた料理レシピを開発中です。

１ 背景・目的

２ 内容

３ 活用等

マツカワ（マツカワガレイ）は主に北海道・東北を中心とする冷たい海に生息する大型の

カレイの1種で、非常に美味な魚として知られています。また、一時期は天然物の数がかなり

少なくなったこともあって「幻の魚」とも呼ばれることもある高級魚です。マツカワ養殖に

よる県内の水産振興を目的として、本種の種苗生産と陸上養殖技術の開発に取り組みました。

種苗生産は、マツカワ親魚を飼

育して成熟させ、採卵・人工授精

を行うところから始まります。得

られた受精卵をふ化させて、さら

に産まれた仔魚を稚魚まで育てる

方法を確立することで、種苗の安

定的な生産が可能となりました。

陸上養殖技術は、生産した稚魚

を陸上水槽で飼育して、成長度合

いや給餌量等を検討することで、

出荷可能なサイズまで安定的に成

長させる方法を確立しました。

関 連 情 報

種苗生産技術は（公社）青森県

栽培漁業振興協会に技術移転しま

した。現在、この技術を基に生産

された種苗を県内の養殖業者や漁

協に試験的に配布し、県内でのマ

ツカワ養殖事業の定着・拡大に向

けて動いています。
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下北ブランド研究所 加工技術部

ふ化直後の仔魚
（全長約４mm)

出荷サイズまで成長した
マツカワ（全長約400ｍｍ） 養殖施設に収容される種苗

マツカワ陸上養殖の給餌量と平均体重の推移
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「技」 の 深 ぼ り

その1 親の養成

その2 稚魚の飼育

コラム 開発よもやま話

マツカワの採卵は冬に行いますが、採

卵やその後の稚魚の成長がうまく行くか

どうかは、夏前からの水温管理が重要で

す。冷たい海の魚であるマツカワは暑さ

に弱く、高い水温を経験すると卵の質が

悪くなったり、受精率が下がるとされて

います。そのため、夏場は冷却した海水

を用いることで可能な限り魚にかかるス

トレスや負担を減らしています。また、

採卵期間の約3ヶ月間程度は餌を全く食

べなくなるため、それまでにいかに餌を

たくさん食べさせて、採卵期間を乗り切

るための栄養を蓄えさせるかがポイント

です。

ふ化後～着底までの仔魚期は毎日数回

の餌やりが必要となり、１回でも忘れて

しまうと栄養不足で最悪全滅してしまう

可能性があります。また、水温変化など

のちょっとしたストレスや病気などにも

弱いため、一年で最も気を遣う時期にな

ります。さらに、マツカワ仔魚は成長の

途中で一時的に比重が重くなり、自力で

は上手に泳げなくなってしまいます。飼

育環境下では水槽の底に沈んでしまうと

餌がうまく食べられなくなってしまうの

で、種苗生産時はやや狭い水槽で飼育し、

エアレーションの強さを調整して適度な

水流を起こすことで、仔魚を強制的に浮

かせます。

• 引越しは大変！
マツカワを含むカレイの仲間は、生まれたばかりの頃（仔

魚期）は他の魚と同じように泳いでいますが、変態・着底後

は海底で生活するため、1個体が利用するスペースが「空間」

から「面」に代わります。このためマツカワ種苗生産におい

ては、より底面積の広い水槽に引っ越しする必要があります。

ところが変態直前は非常にデリケートな時期であり、少しの

ストレスや刺激で変態が失敗し、形態異常に繋がってしまう

恐れがあるので、引っ越しには細心の注意を払います。

養成中の親魚
（メス）。この
水槽だけで多
いときは１週
間で10kg近い
餌を食べる。
お腹がいっぱ
いになった個
体は水槽の底
でじっとしてい
る。

採卵前のメス。
お腹は卵でパ
ンパンに張っ
ている。 １個
体でシーズン
あたり３-４回
の採卵が可能。

変態期の稚魚

生産された着
底済みの稚
魚。既にカレ
イの形になっ
ている。写真
は小型水槽
から広い水槽
に移動した後。


